
会 議 録 

会議の名称 令和８年度中野市・山ノ内町地域公共交通対策協議会総会 

日 時 令和８年５月 13日（水） 14：00～14：50 

会 場 中野市役所 会議室 41.42.43 

出席者等 

出席委員：18名 

・中野市       副市長         竹内 敏昭 

・東日本旅客鉄道株式会社 長野支社  企画部長          森  敬芳 

・長野電鉄株式会社   運輸課長          岡部 公平 

・長電バス株式会社   乗合・乗用部長     大石 真一 

・北陸信越運輸局 長野運輸支局 主席運輸企画専門官 渡邊 徳之 

・北信地域振興局     企画振興課長     田中 義人 

・北信建設事務所     企画幹県維持管理課長 鈴木 善明 

・中野警察署       交通課長         河野 正 

・山ノ内町交番   所長         山﨑 賢二 

・長野工業高等専門学校  教授            轟  直希 

・中野市区長会      会長            荻原 浩文 

・山ノ内町区長会     会長            湯本 守尾 

・山ノ内町商工会     会長            佐藤 匡則（代理） 

・中野市社会福祉協議会  会長         酒井 久 

・山ノ内町社会福祉協議会 事務局長         山口 辰也 

・長野電鉄労働組合   副執行委員長     清滝 淳也  

・公募委員                    市村 義明 

・公募委員                      鈴木 政行 

 事務局：8名 

 ・中野市総務部      部長   栗林 淳一（幹事長） 

・山ノ内町未来創造課   課長   堀米 貴秀（幹事） 

 ・中野市総務部企画財政課 課長   阿藤 博之（事務局長） 

 ・中野市総務部企画財政課 課長補佐兼政策推進係長 町井 雅之 

・中野市総務部企画財政課 主事  高橋 悠 

・山ノ内町未来創造課 企画政策係長 樋口 淳一 

・山ノ内町未来創造課   主査   樋口 智章 

随  行：１名（地域振興局） 

 報  道：２名（北信ローカル、信濃毎日新聞） 

 

次第 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 付議事項 
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 報告第１号 令和７年度事業報告について 

 報告第２号 地域公共交通計画 令和７年度の目標達成状況について 

議案第１号 令和７年度決算について 

議案第２号 令和８年度事業計画（案）について 

議案第３号 令和８年度予算（案）について 

議案第４号 地域間幹線系統確保維持計画（案）について 

議案第５号 地域公共交通計画別紙（案）について 

４ その他 

  菅線廃止、中野木島線統合及び減便について 

５ 閉会 

 

資料 ・次第、議事・資料、名簿、席次表 

発言内容 ・別紙のとおり 
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≪別紙≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会    【進行】栗林幹事長 （中野市 総務部長） 

 

２ あいさつ  竹内会長（中野市 副市長） 

・令和４年８月５日に策定した「中野市・山ノ内町地域公共交通計画」に基づき、持

続可能な地域の公共交通の維持確保に努めます。 

・地域の公共交通のあり方は、日本全国の共通の課題で、当協議会でも、皆様にご協

議していただきながら、少しでもより良い公共交通のあり方、持続可能な公共交通

を維持していくということで、ぜひ、忌憚のないご意見をいただく中で進めてまい

りたいと思っております。よろしくお願い申し上げます。 

 

３ 付議事項 

<報告第１号 令和７年度事業報告について> 

<報告第２号 地域公共交通計画 令和７年度の目標達成状況について> 

<議案第１号 令和７年度決算について> 

●阿藤事務局長 （中野市 総務部 企画財政課長） 

 資料のとおり、説明。 

 

（監査報告） 

●委員 

・決算及び事務処理内容について監査をした結果、関係帳簿等に誤りがなく、適正に

処理されておりましたことを報告します。 

 

●委員 

・報告第２号 目標達成状況について、バスや鉄道の利用者が増加しているとのこと

でしたが、各路線がどのくらい増えたのか、またどういったことが要因で増加したの

か教えてください。 

 

●阿藤事務局長 （中野市 総務部 企画財政課長） 

・各路線については、全体的に微増している形となっている。 

また、増加の要因につきましては、主にインバウンドの影響が大きいと交通事業者様

からも報告いただいている。 

 

●委員 

・報告第２号 目標達成状況に係る目標１のバス等の利用者数が 24.3万人となって

おりますが、間違いないでしょうか。 

・現状の進捗状況を確認すると、目標数値の達成が中々難しいと考えておりますの

で、今後、どう目標をクリアしていくかよく検討いただくようお願いします。 
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内容要旨 

 

 

 

●阿藤事務局長 （中野市 総務部 企画財政課長） 

・バス等の利用者数の正しい数値は、R4 22.9万人、R5 25.8万人、R6 22.2万人、

R7 24.3万人となります。修正をお願いいたします。 

・この後にもお話させていただく予定ですが、今年度、現状の計画の更新がございま

す。つきましては、委員のみなさまに、計画策定に係るご意見を賜るとともに、利用

者様からの生の声を反映できるような計画に改め、目標数値の見直しを図ります。 

 

異議がなかったため、議案第１号については原案どおり承認された。 

 

<議案第２号 令和８年度事業計画（案）について> 

<議案第３号 令和８年度予算（案）について> 

●阿藤事務局長 （中野市 総務部 企画財政課長） 

 資料のとおり、説明 

 

●意見なし 

 異議がなかったため、議案第２号及び議案第３号については原案どおり承認され

た。 

 

<議案第４号 地域間幹線系統確保維持計画（案）について> 

●長電バス株式会社 乗合・乗用部長 大石 真一  

資料のとおり、説明 

 

●意見なし 

 異議がなかったため、議案第４号については原案どおり承認された。 

 

<議案第５号 地域間幹線系統確保維持計画（案）について> 

●阿藤事務局長 （中野市 総務部 企画財政課長） 

 資料のとおり、説明。 

 

●委員 

 地域公共交通計画別紙（案）に記載の「４地域公共交通確保維持事業により運行を

確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者」の欄に記載の運行日数や回数等は、

北陸信越運輸局や長野運輸支局での確認において、増減する可能があることをご承

知おきください。 

 

異議がなかったため、議案第５号については下記のとおり承認された。 

 

４ その他 

●委員 

・報告第２号 目標達成状況の踏まえると、路線別の利用状況・収支や利用状況を協
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議会にて委員の皆様に提示していかなければ、その対応策を考えることが難しく、

様々な事業をやった方がいいのではないか等の提案ができず協議会として充実した

意見が出てこないのではないかと考えます。 

 ついては、詳細な利用状況や収支等を開示していただくことを検討ください。 

 

●委員 

・目標の進捗状況を踏まえ、バス停を増やしてほしいというような要望やイベント開

催に合わせた利用促進につながるような看板の設置等、市としてなんでも取り組ん

でいくという姿勢です。 

 なお、結果が伴なわないもの、利用者の増加が見込まれない事業については、公共

交通に係る予算の関係もあるため、半年または１年で利用状況を見ながら取捨選択

していくこととしているため、中長期的に事業を進めていくという形ではなく、短期

中期的に利用促進に係る事業を進めます。 

 

●委員 

 事務局の方から、取り組んでいる内容についてご教示いただけましたので、４Pの

報告事項については、現状、協議会の開催報告のような形になってしまっているの

で、公共交通に係る取り組みについて、ご報告いただくような形式でお願いします。 

 

●阿藤事務局長 （中野市 総務部 企画財政課長） 

 今後そのような形式で、報告します。 

 

●委員 

今年度、公共交通計画の策定に向けて、進めていくにあたっては、どのような形で

委員が関わっていくか、また、スケジュール感がわかるようであれば教えてくださ

い。 

 

●堀米幹事（山ノ内町 未来創造課長） 

 令和４年に策定した現計画と同じようなスケジュール感で進めます。 

 

●阿藤事務局長 （中野市 総務部 企画財政課長） 

 秋ごろを目途に素案を策定し、委員の皆様からご意見を募ります。 

 また、対面での協議会は２回程度を想定しており、その間も協議事項が発生いたし

ましたら、随時、書面協議を行う予定です。 

 

<事務局（中野市）から、菅線、中野木島線について」説明> 

●阿藤事務局長 （中野市 総務部 企画財政課長） 

 資料のとおり説明。 

  

●長電バス株式会社 乗合・乗用部長 大石 真一 
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・こちらの両路線については、昨年度の第１回総会でも、お話させていただいたとお

りとなっており、県、関係市町村と協議しながら、進めています。 

・今回、地域間幹線系統として、国の方へ提出する上林線においても、今回の資料に

おいて、輸送量を 20.8として設定させていただきましたが、補助対象となる数値が、

輸送量しだいでは、こちらも補助対象外となってしまう可能性があることをご承知

ください。 

 

●委員 

信州中野－湯田中駅間の移動について、重要な路線であることを認識している中

でございますが、地域路線として鑑みると経営状況は厳しい状況です。 

なお、厳しい状況であるから廃線にするということはありませんが、利用状況の継

続調査ということで、今後、利用者への調査等では、単純な乗降客数だけでなく、 

どうして鉄道を選んだのか、バスを選んだのか等の利用者ニーズ確認もできればと

考えます。 

 

●委員 

 両路線については、県の公共交通会議でも議題に上がっており、バスと電鉄の重複

については、利用者属性が異なるため、運行路線が重複している部分があるが、完全

な重複とは言えないという整理になっていたと認識しております。 

 なお、菅線廃止に係る検討スケジュールをみると遅れが見受けられるが、両市町の

検討状況は現在どのような形になっているか教えてほしい。 

 

●堀米幹事（山ノ内町 未来創造課長） 

 菅線廃止後の代替運行として、南部エリアにデマンド交通「チョイソコやまのう

ち」の導入に向け交通事業者と調整中です。 

また、町民・小中学生保護者向けに菅線利用者アンケートを実施し、調査結果を基

にバス停留所の設定、定時定路線「楽ちんバス」の運行について検討しています。 

 

●阿藤事務局長 （中野市 総務部 企画財政課長） 

 交通事業者様と調整中であります。 

 

●その他意見や質問等なし 

５ 閉会 栗林幹事長 （中野市 総務部長） 

 


